
特集 第43回つべつ夏まつり　　　

今月の表紙　 つべつ夏まつり　～川のぼり大会にゴールデンボンバーの樽美酒登場？～

温故知新

畑作ひとすじで農業の発展に尽力

高台　畑山 敏雄 さん

まちの話題　第58回オホーツク管内社会福祉大会開催　管内の福祉関係者が津別に集う　

災害に備えて万全の態勢を　津別消防演習実施



【母子家庭、父子家庭の方が助成対象になります】

ひとり親家庭で、18歳未満の児童・生徒及びその児童等を養育している方が対象です。住民税非課税世帯の方

は、児童等が20歳未満まで対象となります（申請には在学証明書が必要）。

受給者証は、各医療機関に提示することで、医療費の助成が受けられます。ただし、親の外来は医療機関で発行

される領収書を役場に持参の上、医療費の請求をしてください。

第第第第 4444 3333 回回回回

つつつつべべべべつつつつ夏夏夏夏ままままつつつつりりりり

７
月
６
・
７
日
の
二
日
間
、
河
岸
公
園

を
会
場
に
「
第
43
回
つ
べ
つ
夏
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

６
日
の
前
夜
祭
は
、
リ
コ
ー
ダ
ー
や
吹

奏
楽
の
演
奏
、
つ
べ
つ
千
人
お
ど
り
、
も

ち
ま
き
大
会
な
ど
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で

盛
り
上
が
り
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
花
火

大
会
で
は
夜
空
を
彩
る
大
輪
の
花
に
、
大

き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

７
日
の
本
祭
で
は
、
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
や
山
鳴
太
鼓
の
演
奏
、
恒
例
と
な
っ
た

第
９
回
つ
べ
つ
川
の
ぼ
り
大
会
、
特
産
ビ

ー
フ
ま
つ
り
な
ど
思
い
思
い
に
北
国
の
夏

の
一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
公
開
録
音
で
は
、

男
性
デ
ュ
オ
・
吉
田
山
田
の
息
の
合
っ
た

ハ
ー
モ
ニ
ー
や
物
ま
ね
タ
レ
ン
ト
・
山
本

高
広
の
爆
笑
ラ
イ
ブ
、
岩
崎
良
美
の
歌
謡

ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場
を
埋

め
た
観
衆
を
魅
了
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
夏

ま
つ
り
は
、
今
年
も
町
内
外
か
ら
訪
れ
た

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

津別町人づくり・まちづくり活動支援事業募集のお知らせ

申請及び問い合わせ先 住民企画課　住民企画グループ　　†76－2151（内線215）

■募　集　期　間　　　　　平成25年８月１日（木）～９月30日（月）

■人づくり活動支援事業　　□対　象…町民が国内外で研修する事業

○補助額…補助対象経費の１/２以内（限度額　国内８万円、国外20万円）

■まちづくり活動支援事業　□対　象…町内の団体が既存の活動の拡充となる自主的なまちづくり活動を行う事業

○補助額…補助対象経費の総額以内（限度額100万円、下限額５万円）

■事業の承認　　　　　　

申請者は、必要書類提出後、審査会において審査委員に事業概要等を説明していただきます（プレゼン

テーション）。

そこでの審査の結果、事業が採択されます。

平成25年度
２回目

町では、『津別町人づくり・まちづくり活動支援事業』として、産業、福祉、芸術文

化、スポーツ、コミュニティー活動など様々な分野で地域の活性化を図ることを目的に、

まちづくりのリーダーの育成及び町民の自主的なまちづくり活動を支援しています。

町では、北海道と共同で医療費の助成事業を実施していますが、この受給者証は毎年７月に更新

しています。現在助成の対象になっている方には、７月下旬に郵送していますが、もし届いていな

い方がいましたら役場担当まで問い合わせ願います。

乳幼児等医療費助成事業

問い合わせ先 保健福祉課健康医療グループ福祉医療担当o番窓口　†76－2151（内線229）

【初診時一部負担金も助成します】

中学生まで助成の対象を拡大していますが、今年度は４月より初診時一部負担金も助成

することとなり、医療費が無料となりました。ただし、定められた医療機関以外は、今ま

でどおり医療機関で発行される領収書を役場に持参の上、医療費の請求をしてください。

ひとり親家庭等医療費助成事業

重度心身障がい者医療費助成事業

対象者は、身体障害者手帳の１～２級と３級（内臓疾患のみ）、療育手帳「A」判定の方などです。

受給者証は、各医療機関で提示することで、医療費の助成が受けられます。

※住民税課税で65歳以上の一定の障がいがある方（障がい後期医療制度加入者）は、自己負担が１割となります　　

が、後期高齢者医療保険も同じ１割となりますので、受給者証は交付されません。



６
月
22
日
、
幸
町
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
花
壇
で
、

第
８
回
「
花
壇
に
絵
を
描
こ
う
！
」
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
（
津
別
町
花
の
ま
ち
推
進
協
議
会
主
催
）

の
表
彰
式
と
苗
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
８
点
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀

賞
を
迫
田
竣
乃
介
く
ん
（
写
真
左
・
津
別
小
学
校

３
年
）、
優
秀
賞
を
辻
空
汰
く
ん
（
写
真
右
・
津
別

小
学
校
１
年
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
を
も
と

に
、
花
の
苗
植
え
が
花
の
ま
ち
推
進
協
議
会
や
フ

ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
、
応
募
者
と
保
護
者
の
方
の
参

加
で
行
わ
れ
、

ベ
コ
ニ
ア
や

マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
、
テ
ラ

ン
セ
ラ
な
ど

８
種
類
、
約

１
０
０
０
本

の
花
の
移
植

が
さ
れ
、
美

し
く
き
れ
い

な
花
壇
が
で

き
ま
し
た
。

整
備
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
を

清
水
建
設
（株）
が
社
会
貢
献
事
業

津
別
町
防
犯
協
会
事
務
局
長
の
大
江

清
一
さ
ん
が
、
平
成
25
年
度
の
防
犯
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
６
月
21
日
、

受
賞
報
告
の
た
め
に
町
長
室
を
訪
れ
ま

し
た
。

多
年
に
わ
た
り
地
域
安
全
活
動
を
積

極
的
に
推
進
し
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で

安
心
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
に
し
た
大

江
さ
ん
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
、
６
月
20
日
、
札
幌
市
に
お
い
て
北

海
道
警
察
本
部
長
並
び
に
北
海
道
防
犯

協
会
連
合
会
理
事
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

７
月
４
日
、
第
58
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
社
会
福
祉

大
会
（
主
催
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
連
絡
協
議
会
な
ど
）
が
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、
管
内
各
地
の
福
祉
関
係
者
や
来
賓
、
合
わ
せ

て
３
５
０
名
あ
ま
り
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
名
誉
大
会
長
で
あ
る
佐
藤
町
長
の
歓
迎

の
挨
拶
な
ど
に
続
い
て
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
永

く
社
会
福
祉
事
業
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の
労
を
ね
ぎ

ら
い
ま
し
た
。

第
二
部
の
講
演
で
は
、
釧
路
社
会
的
企
業
創
造
協

議
会
副
代
表
の
櫛
部
武
俊
さ
ん
が
、
釧
路
市
で
行
わ

れ
て
い
る
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
へ
の
取
り
組
み

を
紹
介
。
出
席
者
は
真
剣
な
表
情
で
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

地
域
安
全
活
動
を
積
極
的
に
推
進

大
江
清
一
さ
ん
が
防
犯
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

７
月
９
日
、
津
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
、
北
見
保
健
所
、
役
場
な
ど
か

ら
30
名
あ
ま
り
が
参
加
し
、
津
別
町

内
で
大
麻
の
抜
き
取
り
作
業
『
野
生

大
麻
ゼ
ロ
作
戦
！
』
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

北
見
保
健
所
管
内
に
は
、
野
生
大

麻
が
多
く
自
生
し
、
大
麻
を
悪
用
し

た
犯
罪
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
毎
年
大
き
く
生
育
す

る
前
の
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

今
年
は
、
例
年
に
比
べ
て
野
生
大

麻
の
数
が
少
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
み

な
さ
ん
の
努
力
の
成
果
が
現
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

６
月
29
日
、
清
水
建
設
（株）
に
よ
る

津
別
中
学
校
野
球
部
使
用
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
取
組
は
同
社
が
地
域
貢
献
事

業
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、

一
昨
年
に
続
き
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

同
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
周
辺
に
雨
水
が
溜
ま
り
や
す

く
、
ミ
ニ
バ
ッ
ク
ホ
ー
や
シ
ョ
ベ
ル

で
砂
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
を
掻
き
混

ぜ
、
水
は
け
を
良
く
す
る
改
良
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

野
球
部
員
た
ち
は
、
早
速
、
雨
の

影
響
が
少
な
く
な
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

消
防
団
協
力
事
業
所
と
し
て
認
定

サ
ン
マ
ル
コ
食
品
に
表
示
証
交
付

６
月
24
日
、
美
幌
・
津
別
広
域
事

務
組
合
か
ら
サ
ン
マ
ル
コ
食
品
（株）
津

別
工
場
に
、
消
防
団
協
力
事
業
所
の

表
示
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
消
防
団
に
２
名
以
上
入

団
す
る
な
ど
、
消
防
団
活
動
に
協
力

し
て
い
る
事
業
所
に
対
し
て
「
表
示

証
」
を
交
付
し
、
地
域
へ
の
貢
献
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
を
社
会
的
に
評

価
す
る
制
度
に
よ
る
も
の
で
す
。

交
付
式
で
は
、
広
域
事
務
組
合
の

副
管
理
者
で
あ
る
佐
藤
町
長
か
ら
美

馬
工
場
長
に
表
示
証
が
手
渡
さ
れ
、

工
場
長
は
「
現
在
、
３
名
が
入
団
し

て
い
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
協
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

第
58
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
社
会
福
祉
大
会
開
催

管
内
の
福
祉
関
係
者
が
津
別
に
集
う

６
月
30
日
、
津
別
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場

に
、
平
成
25
年
津
別
消
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

演
習
に
は
津
別
消
防
署
か
ら
16
名
、
消
防
団
か
ら

１
０
８
名
（
う
ち
美
幌
消
防
団
６
名
）、
車
両
８
台

が
出
動
し
、
小
隊
訓
練
や
消
防
ポ
ン
プ
車
操
法
な
ど

を
実
施
。
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
演
習
の
合
間
に
は
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
津
別
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演

奏
が
あ
り
、
参
観
者
は
さ
わ
や
か
な
音
色
を
楽
し
み

ま
し
た
。

消
防
庁
舎
前
の
道
道
で
は
、
模
擬
火
災
訓
練
と
し

て
工
場
火
災
を
想
定
し
た
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
署

員
・
団
員
た
ち
は
み
な
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
て
万
全
の
態
勢
を

津
別
消
防
演
習
実
施

学
校
給
食
に
週
一
回
出
さ
れ
て
い
る
津
別
町
産
牛

乳
「
明
治
北
海
道
牛
乳
彩
る
季
節
」
の
６
月
〜
10
月

放
牧
牛
乳
が
、
今
年
度
も
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

７
月
３
日
、
津
別
町
酪
農
振
興
会
（
田
上
貴
志
会
長
）

か
ら
教
育
委
員
会
に
目
録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

地
産
地
消
・
食
育
活
動
の
一
環
と
し
て
昨
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み
で
、
町
内
９
戸
の
放
牧
酪
農

家
が
生
産
し
た
安
全
で
お
い
し
い
牛
乳
を
、
小
中
学

校
の
毎
週
火
曜
日
の
給
食
に
出
し
て
い
ま
す
。

通
常
の
牛
乳
よ
り
は
割
高
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

差
額
分
を
酪
農

振
興
会
が
負
担

す
る
こ
と
で
実

現
し
ま
し
た
。

津
別
産
牛
乳

は
子
ど
も
た
ち

に
も
好
評
で
、

地
元
の
産
業
を

学
ぶ
良
い
機
会

に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

町
内
で
生
産
さ
れ
た
牛
乳
を
子
ど
も
た
ち
に

津
別
町
酪
農
振
興
会
が「
彩
る
季
節
」を
提
供

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

デ
ザ
イ
ン
が
決
定
し
ま
し
た

野
生
大
麻
ゼ
ロ
作
戦
！

大
麻
の
抜
き
取
り
作
業
を
実
施



８/１(木)
～９/６(金)

今
月
か
ら
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
来
町
し

た
５
名
の
方
を
順
次
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆

第
一
回
は
、
６
月
17
日
か
ら
上
里
地
区
で
活
動
し
て

い
る
福
士
大
輔
さ
ん
。

札
幌
の
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
に
勤
め
て
い
た
福
士

さ
ん
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
た
の
は
、
生
ま

れ
育
っ
た
道
東
に
対
す
る
思
い
入
れ
と
、
自
然
の
中
で

地
域
に
根
付
い
た
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
気
持
が
強
か

っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

現
在
の
活
動
内
容
は
、
津
別
峠
で
行
わ
れ
て
い
る
朝

の
雲
海
ツ
ア
ー
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
上
里
町
民
の
森
自
然
公

園
の
整
備
作
業
な
ど
が
中
心
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
自
宅

前
の
畑
で
野
菜
作
り
に
挑
戦
し
た
い
そ
う
で
す
が
、「
あ
ま

り
経
験
が
な
い
の
で
、
詳
し
い
方
は
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願

い
し
ま
す
」。

地 域 お こ し 協 力 隊 の ご 紹 介 q

募集種目

自衛官

候補生

８/１(木)
～９/６(金)

一般曹候補生

応募資格 受付期間

航空学生（海・空）
高卒(見込含)
21歳未満

試験期日(１次)

防衛医科大学校
学生

防衛大学校学生

高等工科学校

生徒

９/21(土)

10/19 (土)

８/１(木)
～９/６(金)

男子

女子

年間を通じて
行っています

18歳以上
27歳未満

９/５(木)
～９/30(月)

９/５(木)
～９/30(月)

中卒(見込含)
17歳未満

北見地域事務所に
お問い合わせください

11/２(土) ･３(日)

９/16 (月)
９/17（火）

問い合わせ先　自衛隊北見地域事務所　†0157－23－6826
募集コールセンター（受付時間12時～20時）
フリーダイヤル　†0120－063792
ナビダイヤル　　†0570－045818（携帯電話）

高卒(見込含)
21歳未満

７
月
13
・
14
日
の
両
日
、
第
56
回
津
別
高
校
学

校
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

13
日
に
行
わ
れ
た
仮
装
パ
レ
ー
ド
で
は
、「
リ
ラ

ッ
ク
マ
（
１
年
）」、「
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
（
２
年
）」、

「
ね
ぶ
た
（
３
年
）」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
に
合
わ

せ
て
仮
装
し
た
生
徒
た
ち
が
山
車
を
引
き
、
津
別

高
校
か
ら
さ
ん
さ
ん
館
ま
で
行
進
。
引
き
続
き
、

同
館
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
で
仮
装
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
の
熱
気
あ
ふ
れ
る
踊
り
に
、

観
客
か
ら
は
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
来
場
者
の
投
票
に
よ
る
審
査
も
行
わ
れ
、

「
山
車
」
部
門
は
２
年
生
が
、「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」

な
ど
３
部
門
は
、
本
格
的
な
よ
さ
こ
い
踊
り
を
披

露
し
た
３
年
生
が
優
勝
し
ま
し
た
。

７
月
19
日
、
中
央
公
民
館
で
「
ふ
れ
あ
い
町
民
の

つ
ど
い
」（
社
明
運
動
津
別
町
推
進
委
員
会
主
催
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
多
一
推
進
委
員
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
美
幌
地
区
保
護
司
会
津
別
分
区
長
の
福
井
全
雅

さ
ん
が
法
務
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
。
標
語
表
彰

式
で
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
」
入
賞
者
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た

（
最
優
秀
賞
作
品
を
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

後
半
は
、
日
本
人
初
の
北
極
点
へ
の
単
独
無
補
給

歩
行
到
達
を
目
指
す
北
極
冒
険
家
・
荻
田
泰
永
さ
ん

に
よ
る
講
演
が
あ
り
、
壮
大
な
挑
戦
へ
の
思
い
が
込

め
ら
れ
た
荻
田
さ
ん
の
話
に
、
参
加
者
は
真
剣
な
表

情
で
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
講
演
の
司
会
は
、

津
別
観
光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
あ
る
安
達
祐
子
さ
ん

に
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
63
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
ふ
れ
あ
い
町
民
の
つ
ど
い
」
開
催

第
56
回
津
別
高
校
学
校
祭

仮
装
パ
レ
ー
ド
＆
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
競
演

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
総
務
省
の
事
業
で
、
首
都
圏
等
か
ら

地
域
へ
移
住
し
、
地
域
の
生
活
支
援
や
地
域
活
動
に
協
力
し
、
将

来
は
地
域
で
就
業
ま
た
は
起
業
し
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
も

の
で
す
。

福士　大輔（ふくし　だいすけ）さん

／網走市出身／27歳

◎毎年好評のアメリカン盆ダンス

◎目指せ！優勝賞品　子ども・大人仮装盆踊り

◎津別の特産品が当たるお楽しみ抽選会

●会　場　　　　津別神社境内　

●仮装申し込み　当日会場で受け付けます

●問い合わせ先

津別観光協会事務局（役場内）

†76－2151（内線315）

８月15日（木）
午後６時30分から

※悪天候の場合、16日午後６時30分に順延となり

ます（開催の問い合わせ先は下記のとおり）。９/24 (火)
９/25（水）

９/23 (月)

防衛医科大学校
（看護学科）

前期：9/5～30
後期：1/22

～2/1

前期：11/9（土）
・10（日）

後期： 3/1（土）

町では、花を生かしたまちづくりの一環として、タウンウォッチングを開催します。普段は見慣れた市街地の花壇

や街路樹を、緑づくり・花づくりの専門家である講師を招き、一緒に歩きながらアドバイスを受けることによって、

まちのよりよい景観づくりの参考にします。町民のみなさんのご参加をお待ちしています。

開 催 日 ８月９日（金）

参加対象 町民の方（定員40人）

申込期限 ８月７日（水）※定員になりしだい締め切ります

講　　師 笠　康三郎氏（有限会社緑花計画代表取締役、

フラワーマスター認定講習会講師。札幌市）

内容（いずれかの参加も可能です）

qタウンウォッチング（市街地の２～３キロを歩きます）

集合時間 午後１時30分

集合場所 林業研修会館２階集会室

＜コース（予定）＞役場～大通り～一条通り（五差路～加賀谷木材前）～相生津別停車場線（新町住宅街～国道

との交差点）～さんさん館～五差路～津高橋～共和住宅街～河岸公園…（午後４時終了予定）

※必要なもの：筆記用具・飲み物・帽子・（小雨時）合羽、長靴

※雨天時：小雨決行しますが、状況に応じてバスでの見学に変更します。

w講評

開始時間 午後６時

会　　場 さんさん館　　タウンウォッチングを通じての、講師による講評を伺います。

問い合わせ・申し込み先　住民企画課 住民企画グループ　†76－2151（内線216）

駐車場は、商工会館、さんさん館、町営駐車場（林

協横）等をご利用ください。



気
温
が
高
く
な
っ
て
き
た
こ
の
季

節
。
子
ど
も
た
ち
も
、
外
で
長
時
間
夢

中
に
な
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
増
え
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◎
子
ど
も
の
か
ら
だ

人
間
の
体
に
あ
る
水
分
は
、
大
人
で

は
体
重
の
約
60
％
、
乳
幼
児
で
は
約

70
％
が
水
分
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
子
ど
も
は
大
人
と
比
べ
て

水
分
量
が
多
く
、
水
の
出
入
り
も
大
き

く
変
化
し
や
す
い
た
め
、
脱
水
症
に
な

り
や
す
い
の
も
特
徴
で
す
。
つ
ま
り
、

子
ど
も
の
か
ら
だ
は
大
人
以
上
に
水
分

を
欲
し
が
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
こ

で
大
切
な
の
は
、
子
ど
も
は
大
人
が
注

意
し
な
け
れ
ば
、
自
分
で
適
切
な
水
分

を
と
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

◎
１
日
に
と
り
た
い
水
分
量

幼
児
の
場
合
は
、
１
０
０
（
p
）
×

体
重
（
o
）
が
、
１
日
に
必
要
な
水
分

量
（
p
）
に
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
お

お
よ
そ
半
分
は
、
食
事
か
ら
水
分
を
と

っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
残

り
を
飲
料
と
し
て
と
り
ま
す
。

◎
ど
ん
な
も
の
を
飲
ん
だ
ら
い
い
の

飲
み
物
は
水
や
お
茶
の
他
に
、
イ
オ

ン
飲
料
水
や
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
２
つ
は
、
水
分
の
吸
収

率
が
良
い
で
す
が
、
そ
の
反
面
、
電
解

質
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
＝
塩
）
や
糖
分
が
入

っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
長
時
間
の
運

動
や
外
遊
び
な
ど
、
大
量
の
汗
を
か
い

た
時
に
は
適
し
て
い
ま
す
が
、
電
解
質

を
不
必
要
に
与
え
る
と
、
子
ど
も
の
未

熟
な
腎
臓
に
負
担
や
、
糖
分
の
取
り
す

ぎ
で
肥
満
、
ま
た
虫
歯
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
普
段

の
水
分
は
水
や
お
茶
が
良
い
で
し
ょ

う
。右

記
の
こ
と
が
見
ら
れ
た
ら
、
水
分

を
欲
し
が
っ
て
い
る
時
、
ま
た
は
水
分

を
補
給
し
た
ほ
う
が
良
い
と
き
に
な
り

ま
す
。

「
こ
れ
と
い
っ
た
趣
味
も
な
い
の
で
、

草
取
り
や
庭
木
の
手
入
れ
な
ど
で
毎

日
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
」
と
話
す

畑
山
敏
雄
さ
ん
。
畑
作
ひ
と
す
じ
で

永
く
津
別
農
業
の
発
展
に
尽
力
し
、

今
は
次
の
世
代
の
新
し
い
取
り
組
み

を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

農
家
の
４
男
と
し
て
高
台
に
生
ま

れ
た
畑
山
さ
ん
は
、
津
別
尋
常
小
学

校
、
同
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
、
家

業
を
手
伝
い
ま
す
。
し
か
し
、
時
代

は
第
二
次
世
界
大
戦
の
真
っ
た
だ
中
。

兄
３
人
が
戦
地
に
赴
き
、
次
兄
は
帰

ら
ぬ
人
と
な
り
ま
す
。
当
然
、
人
手

は
足
り
ず
、
ご
両
親
や
お
姉
さ
ん
た

ち
と
共
に
働
き
手
の
中
心
と
し
て
奮

闘
し
ま
し
た
。

終
戦
後
、
18
歳
で
独
立
し
た
畑
山

さ
ん
は
、
実
家
の
隣
の
土
地
を
開
墾

し
畑
を
徐
々
に
広
げ
て
い
き
ま
す
。

「
丘
を
な
ら
し
て
畑
地
に
す
る
わ
け
で

す
が
、
大
き
な
木
の
根
を
抜
い
た
り

す
る
作
業
は
大
変
で
し
た
」
と
、
若

き
日
の
苦
労
を
振
り
返
り
ま
す
。

昭
和
20
年
代
ま
で
、
農
作
業
は
馬

と
人
手
が
頼
り
。
特
に
馬
は
無
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
「
収
穫
し
た
ビ

ー
ト
は
馬
車
に
積
ん
で
駅
ま
で
運
び

ま
し
た
。
当
時
は
、
津
別
駅
か
ら
貨

物
列
車
で
美
幌
の
製
糖
工
場
に
送
っ

て
い
た
の
で
す
」。

や
が
て
農
業
も
機
械
化
が
進
み
、

昭
和
38
年
に
は
お
兄
さ
ん
と
ト
ラ
ク

タ
ー
を
共
同
購
入
す
る
な
ど
し
て
、

作
業
効
率
と
生
産
性
が
大
幅
に
向
上

し
ま
す
。「
そ
れ
で
も
忙
し
い
時
期
に

は
人
手
が
必
要
で
、
何
人
も
の
出
面

さ
ん
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
」。
市

街
地
か
ら
近
い
土
地
だ
っ
た
た
め
、

丸
玉
産
業
の
従
業
員
の
奥
さ
ん
た
ち

も
、
よ
く
ア
ル
バ
イ
ト
で
来
て
い
た

と
か
。

現
在
は
息
子
さ
ん
が
家
業
を
継
い

で
畑
作
を
行
っ
て
お
り
、
お
嫁
さ
ん

は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
使
っ
た
生
花

の
栽
培
に
取
り
組
む
な
ど
、
経
営
の

多
角
化
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
よ

う
で
す
。

はたやま　としおさん／昭和４年３月、津別町生まれ／84歳／高台在住

さ
ん

畑
作
ひ
と
す
じ
で

農
業
の
発
展
に
尽
力

畑
山
　
敏
雄

【424】

問い合わせ先 †76－2151 税務担当（220・221）
収納担当（218）

問い合わせ先　保健福祉課 健康医療グループ 健康推進担当　† 76－2151（内線232）

「
覚
え
る
こ
と
が
多
く
て
大
変
で
す

が
、
優
し
い
先
輩
ば
か
り
な
の
で
、
伸

び
伸
び
と
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
」
と
話
す
の
は
、
今
年
４
月
か
ら

津
別
町
役
場
に
勤
め
て
い
る
岩
松
英
司

さ
ん
。
旧
常
呂
町
（
現
北
見
市
常
呂
町
）

出
身
で
、
網
走
南
ヶ
丘
高
等
学
校
を
卒

業
後
、
日
本
大
学
法
学
部
政
治
経
済
学

科
に
進
学
し
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
、
民
間

企
業
か
公
務
員
か
で
悩
ん
だ
そ
う
で
す

が
、
最
終
的
に
役
場
職
員
を
志
望
し
た

の
は
、「
自
分
の
地
元
で
あ
る
オ
ホ
ー

ツ
ク
管
内
を
活
気
づ
け
る
よ
う
な
仕
事

や
町
お
こ
し
に
か
か
わ
り
た
い
、
と
思

っ
た
か
ら
で
す
」。

現
在
、
総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ
で
、

職
員
の
福
利
厚
生
事
務
な
ど
を
担
当
。

「
縁
の
下
の
力
持
ち
的
な
役
目
で
、
町

民
の
方
と
接
す
る
機
会
は
少
な
い
で
す

が
、
重
要
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
」
と

目
を
輝
か
せ
ま
す
。

中
学
・
高
校
時
代
は
野
球
部
に
所
属

し
、
毎
日
白
球
を
追
っ
て
い
た
と
い
う

岩
松
さ
ん
。
役
場
で
も
野
球
チ
ー
ム
に

参
加
し
て
お
り
、
早
く
も
若
手
の
主
力

選
手
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

町
お
こ
し
に
貢
献
で
き
る
職
員
に

岩
松
　
英
司

さ
ん

いわまつ　えいじさん／昭和63年12月生まれ／津別

町役場勤務／緑町在住

夏
の
子
ど
も
の
水
分
補
給

個
人
事
業
者
の
方
で
、
前
年
分
の
確
定
消

費
税
額
が
一
定
金
額
を
超
え
る
方
は
、
中
間

申
告
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
消
費
税
額

及
び
地
方
消
費
税
額
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

○
中
間
申
告
と
納
税
が
必
要
な
方

個
人
事
業
者
の
方
で
、
平
成
24
年
分
の
確

定
消
費
税
額
が
48
万
円
を
超
え
る
方
は
、
中

間
申
告
と
納
税
が
必
要
で
す
。

こ
の
「
平
成
24
年
分
の
確
定
消
費
税
額
」

と
は
、
平
成
24
年
分
の
確
定
申
告
に
よ
り
確

定
し
た
消
費
税
の
年
税
額
を
い
い
、
期
限
後

申
告
又
は
修
正
申
告
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
確
定
し
た
消
費
税
の

年
税
額
を
い
い
ま
す
。
消
費
税
と
地
方
消
費

税
を
合
わ
せ
た
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
中
間
申
告
の
方
法

次
の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
い
ず
れ
か
の
方

法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

q
前
年
実
績
に
よ
る
中
間
申
告

w
仮
決
算
に
基
づ
く
中
間
申
告
（
事
業
状
況

が
平
成
24
年
と
著
し
く
異
な
る
場
合
な
ど

の
と
き
）

○
申
告
と
納
付
期
限

確
定
消
費
税
の
額
（
地
方
消
費
税
分
を
除

く
額
）
が
48
万
円
を
超
え
４
０
０
万
円
以
下

の
方
は
平
成
25
年
９
月
２
日
（
月
）
ま
で
に

申
告
・
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。
振
替
納
税

を
ご
利
用
の
方
の
振
替
日
は
平
成
25
年
９
月

27
日
（
金
）
に
な
り
ま
す
。

消
費
税
等
の
中
間
申
告

水
分
不
足
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

・
気
温
30
度
以
上
の
炎
天
下
時

・
手
足
、
顔
色
が
い
つ
も
よ
り
赤
い

・
呼
吸
が
荒
く
早
い

・
お
し
っ
こ
が
出
な
い

・
機
嫌
が
悪
い
、
泣
い
て
も
涙
が
出

な
い

・
声
を
か
け
て
も
反
応
が
遅
い

・
い
つ
も
歩
く
子
が
抱
っ
こ
抱
っ
こ

と
せ
が
む



「
北
方
領
土
返
還
要
求
強
調
月
間
」

に
伴
い
、
北
方
領
土
返
還
要
求
の

署
名
コ
ー
ナ
ー
を
次
の
場
所
に
設

置
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

設
置
期
間
　

８
月
１
日
（
木
）
〜

８
月
30
日
（
金
）

設
置
場
所
　

役
場
　

正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

※
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
に

つ
い
て
は
、
政
府
要
求
・
請
願
用

に
し
か
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１（
内
線
２
０
８
）

こ
の
事
業
は
、
若
者
の
採
用
・

育
成
に
積
極
的
な
企
業
様
に
「
若

者
応
援
企
業
」
を
宣
言
し
て
い
た

だ
き
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
及
び
北
海

道
労
働
局
が
積
極
的
に
企
業
の
Ｐ

Ｒ
等
を
行
い
ま
す
。

若
者
応
援
宣
言
時
に
提
供
い
た

だ
き
ま
し
た
Ｐ
Ｒ
シ
ー
ト
は
、
北

海
道
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及

び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
公
開
し
、

若
年
求
職
者
（
新
規
学
校
卒
業
者
）

に
提
供
い
た
し
ま
す
。

若
年
者
（
新
規
学
卒
者
）
の
雇

用
を
お
考
え
の
と
き
に
は
「
若
者

応
援
企
業
」
を
宣
言
し
、
企
業
ア

ピ
ー
ル
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
幌

†
73-

３
５
５
５

移
動
採
血
車
「
ひ
ま
わ
り
号
」
が

来
町
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か

い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

８
月
５
日
（
月
）

場
所
・
時
間

役
場
議
事
堂
前

９
時
30
分
〜
11
時
50
分

13
時
00
分
〜
14
時
20
分

丸
玉
産
業
前
（
達
美
工
場
）

14
時
40
分
〜
15
時
30
分
　
　

い
し
ば
し
呉
服
店
前

15
時
50
分
〜
16
時
30
分

※
当
日
、
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
担
当

†
76-

２
１
５
１

(

内
線
２
３
１)

第
63
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
「
小
・
中
学
生
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
」（
主
催
　
社
明
運
動
津
別
町
推

進
委
員
会
）
の
入
選
作
品
が
決
ま

り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た(

最
優

秀
賞
の
み
掲
載)

。

◎
小
学
生
の
部
最
優
秀
賞

『
つ
く
り
だ
そ
う
　
明
る
い
未
来
は

き
み
の
手
に
』

青
島
大
晟
く
ん(

津
別
小
５
年)

◎
中
学
生
の
部
最
優
秀
賞

『
忘
れ
る
な
　
強
い
心
と
　
や
さ
し

い
気
持
ち
』

乃
村
茉
耶
花
さ
ん(

津
別
中
１
年)

町
と
教
育
委
員
会
で
は
11
月
３

日
の
文
化
の
日
に
、
町
政
の
発
展

や
振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
推
進
に

寄
与
さ
れ
た
方
や
、
他
の
模
範
と

な
る
よ
う
な
行
い
を
さ
れ
た
方
、

文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
顕

著
な
功
績
を
残
さ
れ
た
個
人
と
団

体
の
方
に
、
毎
年
表
彰
を
行
っ
て

い
ま
す
。

清
掃
活
動
や
地
域
へ
の
奉
仕
活

動
な
ど
、
目
立
つ
こ
と
な
く
善
行

を
長
年
に
わ
た
り
行
っ
て
い
る
人

を
ご
存
じ
で
し
た
ら
、
町
へ
推
薦

し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
の
種
類

・
功
労
表
彰
（
自
治
・
消
防
・
産
業

開
発
・
社
会
福
祉
・
教
育
文
化
）

・
善
行
表
彰

・
文
化
賞
、
文
化
奨
励
賞

・
ス
ポ
ー
ツ
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

推
薦
締
切
日

９
月
２
日
（
月
）

推
薦
先

・
功
労
と
善
行

総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

†
76
｜
２
１
５
１
（
内
線
２
０
９
）

・
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ

中
央
公
民
館
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

†
76
｜
２
７
１
３

６
月
18
日
に
実
施
し
た
３
歳
児

健
診
で
、
む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ

ち
を
紹
介
し
ま
す
。

相
馬
　
皓
斗
ひ
ろ
と

く
ん
（
達
美
）

柏
葉
　
蒼
汰
そ
う
た

く
ん
（
布
川
）

松
木
　
潤
じ
ゅ
ん

く
ん
（
豊
永
）

坂
　
ひ
な
の
ち
ゃ
ん
（
西
２
条
）

三
浦
　
碧
あ
お
い

く
ん
（
共
和
）

仁
義
　
蒼
栄

そ
う
え
い

く
ん
（
幸
町
）

芳
賀
　
幹
太
郎

か
ん
た
ろ
う

く
ん
（
旭
町
）

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
２
）

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
、
建
設
現

場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設

業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制

度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
事
業
主

の
方
々
が
労
働
者
の
働
い
た
日
数

に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙

を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働

者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や

め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界

全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○
加
入
で
き
る
事
業
主：

建
設
業

を
営
む
方

○
対
象
と
な
る
労
働
者：

建
設
業

の
現
場
で
働
く
人

○
掛
金：

日
額
３
１
０
円

特
　
長

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
込
手
続
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
業
退
職
金
共
済
北
海
道
支
部

†
０
１
１-

２
６
１-

６
１
８
６

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

功
労
者
・
善
行
者
及
び
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
賞
の
推
薦
に
つ
い
て

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

「非核・平和の町宣言」の決議

世界の恒久平和と豊かで安全な地域環境を守ることは、全世

界の共通の願いであります。

この切なる人類の願いにかかわらず、今なおこの地球上には

大量の核兵器が蓄積され、核実験・核競争が行われ、この脅威

から解放されておりません。核兵器の使用は地球を破壊し、す

べての人類、すべての文明を破滅させるものであります。

世界唯一の被爆体験国である日本国民は、この過ちを再び繰

り返さないために、核兵器の廃絶を世界に訴え続け、核競争に

歯止めをかけなければなりません。

愛林の町を宣言している私たち津別町民は、緑豊かな自然と

郷土を守り子孫に伝えるためにも、非核三原則の作らず・持た

ず・持ち込ませずの理念を尊守し、恒久平和の実現を願い、こ

こに「非核・平和の町宣言」をする。

以上、決議する。

平成10年９月25日　　　　　 北海道網走郡津別町議会

今年で68回目の終戦記念日を迎えます。しかし、

今なお広島・長崎の原爆の後遺症に苦しむ多くの人

たちがいます。

核も戦争もない平和な世界は人類の願いでありま

すが、テロと報復戦争が繰り返されています。

津別町は、平成10年９月に左記の「非核・平和

の町宣言」を行い、核兵

器の廃絶を訴えていま

す。また、平成14年には

幸町の忠魂碑跡地に「平

和の碑」を建立し、恒久

平和の実現を願っていま

す。さらに、平成21年に、

連帯して世界恒久平和の

実現を願う「平和市長会

議」に加盟しました。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

北
方
領
土
返
還
要
求

署
名
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
「
若
者

応
援
企
業
」
を
募
集
中
で
す

献
血
に
み
な
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
連
絡
方

法
が
メ
ー
ル
の
み
の
場
合
、
正
規
の
商

品
が
届
く
事
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

銀
行
振
込
の
場
合
、
相
手
が

応
じ
な
い
限
り
返
金
さ
れ
な
い

の
で
、
注
文
前
に
事
業
者
の
所

在
地
や
連
絡
先
を
し
っ
か
り
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

「
連
絡
手
段
が
少
な
い
」「
お
買

い
得
す
ぎ
る
」「
ク
レ
ジ
ッ
ト
が

利
用
で
き
な
い
」
な
ど
の
サ
イ

ト
は
危
険
で
す
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談
は

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

産業振興課
商工観光担当
†76－2151
（内線258）

サ
イ
ト
は
日
本
語
だ
け
ど
？

海
外
通
販
の
ト
ラ
ブ
ル

中
学
生
の
息
子
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
サ
ッ
カ
ー
シ

ュ
ー
ズ
を
注
文
し
た
。
サ
イ
ト

は
日
本
語
だ
が
、
振
込
口
座

が
外
国
人
名
義
で
連
絡
方
法

も
メ
ー
ル
の
み
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
国
際
郵
便
で
荷

物
が
届
い
た
が
、
注
文
し
た

の
と
違
う
粗
雑
な
品
だ
っ

た
。「
交
換
希
望
」
と
何
度
も

メ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
が
、

何
の
連
絡
も
無
い
状
況
だ
。

ど
う
し
た
ら
良
い
か
？

日
本
語
で
書
か
れ
て
い
る
た

め
、
海
外
事
業
者
の
運
営
サ
イ

ト
と
気
づ
か
ず
に
利
用
し
て
し

Q
Q
&

Q
＆
�

消
費
生
活
相
談
�

８月は運動

強調月間です

Ｑ

本年７月１日付けをもって、次の方
が人権擁護委員に委嘱されました。

人権擁護委員のご紹介

修田　建惠 さん（再任）

布瀬　勝明 さん（新任）

<人権擁護委員>

8月は、町道民税第２期
国保税第３期の納入月です

口座振替をご利用の方は預金口座の残高を

確認してください。

納期限は ９月 ２日

問い合わせ先 † 76－2151 

税務担当（内線220・221）収納担当（内線218）

生活改善センターの利用について

スポーツ合宿にて使用

するため、生活改善セン

ターは８月26日(月)まで利

用することができません。

ご迷惑を

おかけして大変申し訳ご

ざいませんが、どうかご

了承願います。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

標
語
入
賞
作
品
を
紹
介

A



気
軽
に
乗
れ
る
自
転
車
も

実
は
ク
ル
マ
の
仲
間
？

本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
バ
イ
ク

や
自
転
車
で
外
出
す
る
機
会
が
多

く
な
っ
て
き
ま
す
。

特
に
免
許
証
が
必
要
な
い
自
転

車
は
、
み
ん
な
の
足
と
し
て
気
軽

に
利
用
で
き
る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
こ
の
自
転
車
に
は
、

「
人
」
と
「
乗
り
物
」
と
二
つ
の
顔

が
あ
り
ま
す
。
運
転
し
て
い
る
と

き
は
軽
車
両
で
、
通
行
の
方
法
も

原
則
は
ク
ル
マ
と
同
じ
に
な
り
ま

す
が
、
押
し
て
歩
い
て
い
る
間
は

「
歩
行
者
」
扱
い
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
次
の
場
合
は
歩
道
を
走
行
し

て
も
構
い
ま
せ
ん
。

q
運
転
者
が
13
歳
未
満
、
70
歳
以
上
、

身
体
の
不
自
由
な
方

w
道
路
標
識
等
で
指
定
さ
れ
た
場
合

e
車
道
ま
た
は
交
通
状
況
か
ら
み
て

や
む
を
得
な
い
場
合

バ
イ
ク
や
自
転
車
で
ツ
ー
リ
ン

グ
を
楽
し
む
愛
好
者
も
多
い
季
節
。

ラ
イ
ダ
ー
も
、
ク
ル
マ
の
ド
ラ
イ

バ
ー
も
、
お
互
い
気
を
付
け
て
短

い
夏
を
楽
し
く
過
ご
し
た
い
で
す

ね
。

住民企画課
住民企画
グループ

後納制度をご存知ですか
◆開催日 10月６日（日） 雨天決行です　

◆受　付 午前８時30分～午前９時 津別小学校グラウンド

◆開会式 午前９時　　

◆スタート 午前10時30分　　

◆種 目

・ハーフコース（21.0975d） 一般男女年代別

・10kmコース 一般男女年代別（中学男女含む）

・５kmコース 一般男女年代別・中学男女・小学4～6年男女

・３kmコース 小学1～3年男女・自由参加（年齢性別は問いません）

※ハーフコース、10kmコース、５kmコースに参加する高校生は、

一般男女年代別に該当します。

※10kmコースに参加する中学生は、一般男女年代別に該当します。

◆参加料　・一 般 1,500円

・中高生　1,000円

・小学生 700円

◆定　員 300名（先着順）

◆締　切　申込書に参加料を添え

て、下記へ９月２日

（月）厳守でお申し込

みください。

また、津別町ホーム

ページをご覧ください。

●申し込み・問い合わせ先　

中央公民館内　つべつ紅葉マラソン大会事務局　†76－2713

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

†76－2151 内線 222、223

▼後納制度とは

これまでは、国民年金保険料を納め忘

れたまま２年を超えると保険料を納める

ことができませんでしたが、平成24年

10月１日から平成27年９月30日までの

３年間に限り、過去10年以内の納め忘れ

た保険料を納めることができるようにな

りました。

将来の年金額を増やすことや、これま

で年金の受給ができなかった方が年金受

給資格を得られる場合があります。

▼ご自分の年金記録を確認したい方は

年金記録については、ねんきんネット

(http://www.nenkin.go.jp/n_net/)

でご確認いただけます。

▼後納制度は申し込みが必要です

後納制度は事前に申し込みが必要です

が、審査の結果、後納制度による納付を

ご利用いただけない場合があります。詳

しくは、下記へお問い合わせください。

○国民年金保険料専用ダイヤル

†0570－011－050

○北見年金事務所

†0157－25－9635

第一種事業

■オホーツク総合振興局から送付する納税通知書で、第１期

（９月２日期限）と第２期（12月２日期限）の２回に分けて納

めていただきます。

物品販売業、不動産貸付業、飲食店業など

問い合わせ先 オホーツク総合振興局税務課

【課税に関すること】 課税係　†0152ー41－0613

【納税に関すること】 納税係　†0152－41－0616

５％

個人事業税は、道内に事務所（事業所）があり、事業を行

っている個人に、その所得を基礎として課税される道税です。

事業の所得から各種控除額を差し引いたものに次の税率を

かけて算出します。

４％

５％

３％

第二種事業

第三種事業

畜産業、水産業など

医業、理・美容業、クリーニング業など

あん摩・はり・きゅう業など

問い合わせ先

（公財）北海道暴力追放センター北見支局

†0157－61－5982

q暴力団の違法な資金獲得活動の

実態周知と被害防止

振り込め詐欺、サラ金・携帯電話使用料等

の架空請求、書籍の購入要求、ゆすり、たか

り等の暴力的要求行為その他の暴力被害の早

期相談と積極的な届出を呼びかける。

w少年に対する暴力団の影響排除と

環境の浄化

暴力団関係者との交遊、車の暴走行為や薬

物乱用等の非行行為を見たときは、保護者や

関係者に知らせるよう呼びかける。

夏の暴力追放運動
（７月21日～８月20日）

◎万引きは犯罪です！

６月中、美幌町内において２件の万引き事件が発生

しました。発生場所はスーパーであり、食料品や生活

用雑貨が被害品となっており、万引きした犯人は高齢

者であります。「万引きをしても見つからなければよい」

また「見つかっても許してもらえる」と考えているの

なら大きな間違いです。万引き行為は立派な犯罪であ

るので、生産者や販売する側の立場となって考えてく

ださい。また、犯人の身柄は家族などに引き渡すので

すが、大切な家族に悲しい思いをさせないでください。

◎振り込め詐欺に注意！

依然として振り込め詐欺被害が後を断ちません。家

族の名前を名乗られても、「急にお金が必要になった」

「電話番号が変わった」などは、詐欺の疑いが極めて強

いので、いったん電話を切り、以前から使っている電

話番号にかけ直してみるなど、本当の家族かどうかを

確認しましょう。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。
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津別町農地賃借料を公表します

津別町における平成24年１月から12月までに締

結(公告)された賃貸借における賃借料水準（円／

10a当たり）は、以下のとおりとなっています。

東　　岡

高台・豊永

活汲・岩富
達美

沼沢・本岐
木樋・二又

地区名

美都・上里

8,300

6,600

平均額

8,400

5,600

9,000

6,000

8,100

(参考)
津別町平均

3,700

恩根・栄・双葉

最　　上

共　　和

大昭・布川
相生

8,000

10,000

8,000

6,600

10,000

11,000

4,700

9,000

1,000

最低額最高額

5,500

7,000

7,000

4,000

3,000

データ数

5,300

6,000

3,600

9,000

2,500

5,000

17

7

8

10

2

64

8

3

2

7

・データ数は、集計に用いた件数です。

・金額は、算出結果を四捨五入し、100円単位とし

ています。

・「（参考）津別町平均」の平均額は、各区分の集

計に用いた全賃借料データの平均です。

問い合わせ先　農業委員会事務局 †76－2151

運動の重点目標

～今年も受付・ゴールは津別小学校グラウンドです～


